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今回の表紙は、会員の小林光之さんが、長野県伊那市で撮影したものです。
スイセンと雪の残る駒ケ岳のコントラストがとても綺麗です！

令和５年度事業重点方針
１．  会員数570名以上(年度末)目標の達成
１．  受注件数3,500件の達成
１．  派遣契約就業延人員11,700人日の達成
１．  契約額344,000千円(派遣契約額を含む)の達成
１．  安全就業の徹底「事故撲滅」

１．  適正就業の推進
1．  第五次中期計画の推進
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鹿沼市シルバー
人材センターだより
鹿沼市シルバー
人材センターだより

「会員」と「仕事」はシルバーの両輪。 いきいきシルバー仲間の輪を広げよう！
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総
務
部
会
と
女
性
部
会
の
共
催

に
よ
る
街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
が
、
十
二

月
十
七
日
（
土
）
に
ヨ
ー
ク
ベ
ニ

マ
ル
睦
町
店
と
上
殿
町
店
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
実
施
を
見
合

わ
せ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
三
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
部
会
の
会
員
九
名
が
各
店
舗

に
分
か
れ
、『
会
員
増
強
』
チ
ラ
シ

と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
カ
イ

ロ
が
入
っ
た
袋
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
健
康
管
理
を
目
的
と
し

た
『
腰
痛
予
防
講
習
会
』
が
一
月

二
十
七
日
（
金
）
に
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
い

ち
ご
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
十
七
名
の
方
が
参
加
し
、
講

話
や
実
際
に
体
を
動
か
し
て
腰
痛

を
予
防
す
る
に
は
、
日
頃
か
ら
ど

ん
な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
よ
い
の

か
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
を
日
常
生
活
や
就

業
の
際
に
、
活
か
し
て
い
た
だ
き

　

新
聞
広
告
や
セ
ン
タ
ー
の
掲
示

板
で
ご
存
じ
の
方
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
二
月
十
日
（
金
）
～

十
二
日
（
日
）
の
三
日
間
、
ア
ピ

タ
宇
都
宮
店
で
、「
栃
木
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
女
性
の
会
」
主

催
の
作
品
展
示
即
売
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
六
つ
の
セ
ン
タ
ー
（
鹿
沼

市
・
宇
都
宮
市
・
日
光
市
・
野
木
町
・

塩
谷
町
・
那
須
烏
山
市
）が
参
加
し
、

各
セ
ン
タ
ー
よ
り
会
員
が
作
っ
た

数
々
の
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
会
員
増
強
』
は
当
セ
ン
タ
ー
の

最
重
要
課
題
で
あ
り
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
力
も
必
要
不
可
欠
で
す
。

口
コ
ミ
が
一
番
効
果
的
な
手
段
の

一
つ
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
日
頃

か
ら
の
声
掛
け
を
引
続
き
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
数
を

増
や
し
、
セ
ン
タ
ー
を
盛
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

　

Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
、

寒
い
中
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
各
手
芸

グ
ル
ー
プ
と
個
人
で
作
成
し
て
い

る
手
芸
品
を
展
示
販
売
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
手

芸
品
や
会
員
自
慢
の
作
品
が
出
展

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
に
は
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
景
品
が
配
ら

れ
る
な
ど
し
て
、
三
日
間
の
来
場
者

は
約
千
五
百
人
と
た
い
へ
ん
盛
況
で

し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

街
頭
Ｐ
Ｒ
活
動
実
施

腰
痛
予
防
講
習
会
開
催

お
知
ら
せ

い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
作
品
展
示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
年
三
回
に
わ
た
り
発

行
し
て
き
た
会
報
「
ね
ん
り
ん
」

で
す
が
、
次
号
で
発
行
か
ら

一
〇
〇
号
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
か
ら
掲
載
記

事
の
案
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
節
目
の
会
報
で
す
の
で
、「
こ

ん
な
記
事
を
掲
載
し
た
方
が
い
い

の
で
は
」
と
考
え
を
お
持
ち
の
方

は
、
ぜ
ひ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
↑
↓
他
市
の
作
品

　

小
・
中
・
高
・
大
学
と
十
六
年
の

時
が
流
れ
、
最
後
の
大
学
四
年
間
は

渋
谷
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。
大
学
生
で
青
春
真
っ
只
中
だ

っ
た
時
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま

す
。

　

卒
業
が
近
く
な
り
就
職
は
東
京
か

田
舎
か
悩
ん
で
い
た
時
、
警
察
の
勧

誘
が
あ
り
、
あ
っ
さ
り
決
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
五
年
間
勤
め
ま
し
た

が
そ
の
間
、
結
婚
し
、
長
女
が
産
ま

れ
ま
し
た
。
転
勤
の
話
が
あ
り
、
別

の
職
を
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
田

舎
へ
帰
る
こ
と
を
決
め
、
関
東
自
動

車
に
入
社
し
ま
し
た
。
路
線
バ
ス
の

運
行
管
理
な
ど
を
経
験
し
、
三
十
六

年
の
月
日
が
流
れ
、
六
十
歳
で
定
年

退
職
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
嘱
託

の
話
が
あ
り
、
今
市
営
業
所
で
五
年

間
働
き
ま
し
た
。

「
私
の
人
生
・
岐
路
」

 

中
央
第
二
　
小
暮
　
卓
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い
よ
い
よ
退
職
し
て
残
り
の
人
生

の
ん
び
り
と
思
っ
て
い
た
が
、
ま
だ

健
康
だ
っ
た
の
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

入
会
し
て
か
ら
、
千
手
山
公
園
で

の
仕
事
を
皮
切
り
に
、
上
都
賀
病
院

の
倉
庫
整
理
や
市
役
所
の
駐
車
場
の

仕
事
を
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
が
、

今
な
お
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）

快
晴
。
午
前
八
時
、
今
日
は
今
宮
神

社
の
し
め
縄
飾
り
の
業
務
で
あ
る
。

神
社
の
し
め
縄
飾
り
は
ど
ん
な
仕
事

な
の
か
、
初
め
て
で
、
ま
し
て
や
一

人
で
あ
り
、
と
て
も
緊
張
し
た
。

　

貝
島
町
の
氏
子
役
員
さ
ん
が
親
方

の
家
に
集
ま
っ
て
、
し
め
縄
や
松
竹

を
軽
ト
ラ
で
今
宮
神
社
ま
で
運
び
、

正
門
に
大
き
な
し
め
縄
を
飾
る
こ
と

か
ら
作
業
が
始
ま
っ
た
。「
シ
ル
バ
ー

さ
ん
は
上
に
登
っ
て
」
と
言
わ
れ
、

高
い
梯
子
に
登
り
慣
れ
な
い
手
つ
き

な
が
ら
も
、キ
レ
イ
に
カ
ッ
コ
よ
く
、

し
め
縄
の
一
つ
一
つ
が
落
ち
な
い
よ

う
に
特
に
気
を
使
い
縛
り
つ
け
た
。

　

次
に
、
今
宮
神
社
に
い
く
つ
か
祀

ら
れ
て
い
る
末
社
に
は
、
各
々
杭
を

打
ち
松
と
竹
を
縛
り
つ
け
る
。
縛
る

の
は
、
三
段
に
し
て
上
か
ら
、
三
筋
、

五
筋
、
七
筋
と
左
回
り
で
縛
る
。
い

わ
ゆ
る
七
五
三
で
あ
る
。
結
び
方
も

特
別
な
方
法
が
あ
り
、
親
方
さ
ん
に

教
わ
っ
た
が
、
私
は
最
後
ま
で
覚
え

ら
れ
ず
、
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。

　

二
時
間
く
ら
い
で
飾
り
つ
け
は
終

わ
り
、
次
は
、
貝
島
町
の
今
宮
神
社

（
分
社
）
に
移
動
。
こ
こ
も
正
門
に

し
め
縄
、
末
社
等
に
松
竹
を
立
て
、

三
段
縛
り
で
仕
上
げ
昼
過
ぎ
に
終
了

し
た
。

　

終
わ
っ
て
、
ほ
っ
と
安
心
し
て
緊

張
が
と
け
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。「
氏
子
役
員
さ
ん
に
気
を
使
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
の
仕
事
だ
っ
た
な

ぁ
」
と
改
め
て
、
と
て
も
感
謝
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
恒
例
の
初
詣
の
際
、

し
め
縄
を
見
て
、
い
つ
も
の
年
よ
り

感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
、
し
っ

か
り
と
写
真
に
お
さ
め
て
帰
っ
た
。

　

小
学
生
の
頃
、
放
課
後
に
友
達
数

人
と
よ
く
図
書
室
に
行
き
、
本
を
読

ん
で
い
ま
し
た
。
時
に
は
先
生
が
調

べ
も
の
に
来
て
、
み
ん
な
で
挨
拶
し

て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
本
を
選
び
読
み

始
め
ま
し
た
。「
怪
人
二
十
面
相
」、

「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」、「
宮
本
武
蔵
」

な
ど
難
し
い
字
に
は
、
フ
リ
ガ
ナ
が

あ
る
の
で
誰
で
も
読
め
ま
し
た
。
他

に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
図
鑑
な
ど
も
あ

り
、
読
み
ふ
け
っ
て
い
る
と
友
達
の

一
人
が
、「
そ
ろ
ば
ん
塾
に
行
く
時

間
だ
」
と
言
う
の
で
、
み
ん
な
で
部

屋
を
出
て
、
学
校
前
の
駄
菓
子
屋
で

お
菓
子
を
買
い
別
れ
ま
し
た
。
読
書

を
し
て
い
る
と
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
は
、
平
家
と
源
氏
の

物
語
が
好
き
で
、
昨
年
の
大
河
ド
ラ

マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
に
も
で
て

き
た
「
源
義
経
」
が
特
に
好
き
で
、

数
奇
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、
数
々
の
逸
話
な
ど
を
残
し
た
人

物
で
す
。

　

今
、
私
が
よ
く
読
ん
で
い
る
本

は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

池
波
正
太
郎
作
「
鬼
平
犯
科
帳
」
で

す
。
主
人
公
の
長
谷
川
平
蔵
が
、
下

町
人
情
あ
ふ
れ
る
密
偵
仲
間
と
共
に

活
躍
す
る
痛
快
時
代
劇
で
す
。
池
波

正
太
郎
作
品
は
他
に
も
、
時
代
小
説

の
「
仕
掛
人
・
藤
枝
梅
安
」
や
歴
史

小
説
の
「
真
田
太
平
記
」
な
ど
数
々

の
作
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
私
の
シ
ル
バ
ー
活
動
日
記
よ
り
」

中
央
第
二
　
横
地
　
登
一

「
読
書
」

中
央
第
三
　
渡
辺
　
隆
男

１
．
会
員
増
強

（
１
）
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
判
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

（
２
）
会
員
報
償
制
度
の
周
知
徹
底

　

★�

会
員
登
録
年
数
に
よ
る
表
彰
制

度
導
入
を
検
討
す
る
。

（
３
）
退
会
者
へ
の
歯
止
め

　

★�

事
業
へ
の
積
極
的
参
加
促
進
等

を
目
的
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度

導
入
を
検
討
す
る
。

２
．
奉
仕
活
動
の
実
施

　

�

会
員
間
の
連
帯
意
識
高
揚
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
、
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
に
実
施
す
る
。

３
．
会
員
研
修
の
実
施

　

�

会
員
と
し
て
の
基
本
事
項
の
理
解
、

１
．
就
業
会
員
の
確
保

（
１
）
体
験
就
業
の
実
施

　

★�

新
た
に
継
続
す
る
仕
事
を
希
望

す
る
場
合
や
、
新
た
に
手
抜
き

除
草
を
希
望
す
る
場
合
は
、
仕

事
の
適
正
の
判
断
材
料
と
し

て
、
無
償
に
よ
る
体
験
就
業
を

実
施
す
る
。

（
２
）
技
能
講
習
会
の
開
催

　

★�

植
木
の
剪
定
作
業
、襖
・
障
子
・

網
戸
の
張
り
替
え
作
業
、
機
械

除
草
作
業
の
班
員
養
成
等
を
、

連
合
会
講
習
会
を
活
用
し
て
実

施
す
る
。

（
３
）
未
就
業
会
員
対
策

　

★�

年
度
始
め
か
ら
六
ヶ
月
経
過
及

び
九
ヶ
月
経
過
時
に
、
未
就
業

で
現
況
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な

い
会
員
に
対
し
、
電
話
等
で
現

況
把
握
を
行
う
。

２
．
就
業
開
拓

　

★�

会
員
自
ら
が
機
会
あ
る
ご
と
に

総
務
部
会

業
務
部
会

資
質
向
上
を
目
的
に
実
施
す
る
。

４
．
正
会
員
会
費
の
検
討

　

�

必
要
経
費
を
参
考
に
、
適
正
な
会

費
額
を
検
討
し
て
い
く
。

★
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

開
催
日
…
十
一
月
十
五
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

十
六
日
（
木
）

対
象
者
…
令
和
四
年
度
未
受
講
者

　
　
　
　

令
和
二
年
度
入
会
者

※�

対
象
者
に
は
改
め
て
個
別
に
通
知

を
出
し
ま
す
。

会
員
増
強
取
組
み
実
施

　

★�

名
刺
判
チ
ラ
シ
を
全
会
員
へ
配

布
し
「
一
会
員
一
名
増
員
運

動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

★�

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
（
睦
町
店
、

上
殿
町
店
）
店
舗
前
に
て
会
員

募
集
の
チ
ラ
シ
配
布
を
女
性
部

会
と
合
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
　
（
十
二
月
十
七
日
実
施
）

令
和
五
年
度
事
業
計
画

令
和
五
年
度
事
業
計
画

一
会
員
一
名
増
員
運
動
の

継
続
的
展
開

令
和
五
年
度
研
修
会
の

お
知
ら
せ

令
和
四
年
度

部
会
活
動
等
報
告

「
名
刺
判
チ
ラ
シ
」
等
を
活
用

し
、
一
会
員
一
開
拓
に
努
め
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
う
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
用
品
の
活
用
を
促
す
。

　

★�

企
業
向
け
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
検
討
し
、
企
業
訪
問
と
並
行

し
て
就
業
開
拓
を
行
う
。

３
．
職
群
班
等
の
運
営

　

★�

定
期
的
な
班
会
議
の
開
催
を
働

き
か
け
、
マ
ナ
ー
並
び
に
職
群

ご
と
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
職
群

班
の
役
割
等
の
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
既
存
の
職
群
グ
ル
ー
プ

の
職
群
班
へ
の
昇
格
を
検
討
す

る
。

４
．
独
自
事
業

　

★�

新
た
な
事
業
の
企
画
、
検
討
を

行
う
。

５
．
調
査
研
究
事
業

　

★�

女
性
部
会
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
動
向
対
策
を
検

討
す
る
。

よろしく
お願いします！
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１
．
女
性
会
員
増
強

（
１
）
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
判
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

（
２
）�

他
専
門
部
会
と
の
連
携
に
よ

る
会
員
増
強

（
３
）
会
員
報
償
制
度
の
周
知
徹
底

２
．�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

（
１
）
就
業
開
拓

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
保
存
版
チ
ラ
シ

等
を
活
用
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
。

（
２
）
就
業
会
員
確
保

　

★��

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
分
野
の
会
員
確
保
に
努
め
る
。

　

★�

資
格
を
有
す
る
会
員
の
確
保
に

努
め
る
。

３
．
手
芸
グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

（
１
）�

各
グ
ル
ー
プ
の
例
会
の
日
程

を
「
ね
ん
り
ん
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

１
．
安
全
就
業
の
推
進

　

◇
安
全
・
適
正
就
業
基
準
、
作
業
別

　
　

安
全
就
業
基
準
の
遵
守

　

◇
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

◇
事
故
対
応
・
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
（
簡
易
版
）
の
活
用

２
．
会
員
の
健
康
管
理

　

◇
健
康
診
断
の
推
進

　

◇�

体
力
測
定
の
参
加
促
進（
５
月
、６
月
、

10
月
、
11
月
の
４
回
を
予
定
）

３
．
安
全
意
識
の
普
及
啓
発

　

◇
安
全
就
業
強
化
月
間
の
設
定

４
．
安
全
管
理
教
育

　

◇
交
通
安
全
に
関
す
る
講
習
会
の
実
施

　

◇
腰
痛
予
防
講
習
会
の
実
施

１
．
地
域
社
会
へ
の
情
報
発
信

（
１
）
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス

　

★�

年
４
回
発
行
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

（
２
）
保
存
版
チ
ラ
シ

　

★�

年
度
末
に
市
内
全
世
帯
を
対
象

に
配
布
す
る
。

（
３
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

★�

見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目

指
し
、
セ
ン
タ
ー
の
情
報
発
信

を
強
化
す
る
。

（
４
）
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

　

★�

鹿
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
毎

日
放
映
で
き
る
よ
う
に
務
め
る
。

２
．
会
員
へ
の
情
報
提
供 

意
識
啓
発

（
１
）
会
報
ね
ん
り
ん

　

★�
年
３
回
発
行
す
る
。（
７
、

11
、
３
月
予
定
）

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

★�

外
部
へ
の
発
信
だ
け
で
な
く
、

会
員
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
改
善

●
交
通
安
全
講
習
会

　

�　

２
月
16
日
（
木
）
に
鹿
沼

警
察
署
の
中
村
警
部
補
を
お

招
き
し
て
、
交
通
安
全
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

�　

今
回
は
、
広
報
紙
配
布
業

務
の
会
員
や
機
械
除
草
班
か

ら
10
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
交
通
安
全
講
話
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
視
聴
し
、
高
齢
者
の
事

故
の
傾
向
や
運
転
中
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

◎ 就業途上（仕事の行き帰り）は交通ルールを遵守しよう。
◎ 作業前のあいさつ、注意事項の確認、無事故の呼びかけを実施しよう。
◎ 作業現場は常に整理・整頓しよう。
◎ 作業は、急がない、慌てない、無理をしないの「３ない運動」を実践しよう。
◎ 健康状態の把握、健康診断は忘れずに必ず受診しよう。

《事故防止のための重点事項》

《令和4年度事故状況報告》（令和5年2月末現在）

女
性
部
会

広
報
部
会

令
和
五
年
度
事
業
計
画

令
和
五
年
度
事
業
計
画

令
和
五
年
度
事
業
計
画

（
２
）�

手
芸
品
販
売
の
機
会
を
増
や

せ
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
３
）�

会
員
の
特
技
を
活
か
し
た
事

業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
。

（
４
）�

作
品
を
展
示
・
販
売
す
る
機

会
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

４
．
研
修
会
の
開
催

　

★�

会
員
の
基
本
的
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
研
修
制
度

を
活
用
す
る
。

５
．
女
性
会
員
入
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー

（
１
）�
未
就
業
女
性
会
員
の
現
況
を

業
務
部
会
と
情
報
共
有
し
、

対
策
を
検
討
す
る
。

（
２
） �

仕
事
以
外
で
楽
し
め
る
場
を

作
り
、
退
会
抑
制
に
努
め
る
。

（
３
）�

女
性
会
員
向
け
の
講
習
会
を

企
画
し
、
検
討
す
る
。

センターでロックミシン
を購入しました！
ロックミシンを使える方
を募集します☆

す
る
。

３
．
こ
の
他
広
報
に
係
わ
る
活
動

　

★�

契
約
書
裏
面
に
（
～
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
に
あ
た

っ
て
～
）の
説
明
書
を
記
載
し
、

事
業
趣
旨
等
理
解
を
働
き
か
け

る
。
又
、
請
求
書
送
付
時
に
、

添
付
用
紙
「
請
求
書
の
送
付
に

つ
い
て
」
を
利
用
し
て
就
業
開

拓
す
る
。

　
会
員
同
士
の
紙
面
交
流

を
目
的
に
、
随
時
み
な
さ

ん
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
！

　
ま
た
、
表
紙
に
使
用
す

る
風
景
や
景
色
の
写
真
も

合
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
鹿
沼
市
内
に
限
ら
ず

旅
先
の
も
の
な
ど
で
も
大

丈
夫
で
す
。
撮
り
た
め
て

眠
っ
て
い
る
も
の
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
掲
載

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
気

軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

原稿・表紙写真大募集

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

事故の概要

6月 当センター敷地内にて、駐車スペースから２ｔ車をバックした際、停車してあった
車両の右側後方ドアに接触し破損させた。

9月 当センター敷地内にて会員が運転する軽乗用車がバックで出ようとする際、停車して
いた軽ダンプに接触し左側ドアの下を破損させた。

10月 文化センター敷地内駐車場にて、バックした際に車両を避けるため、切り返しを繰り
返したところ、左側後方ウィンカーを柱に接触し破損させた。

12月 三脚梯子の中段位置(1.8ｍ）に足をのせ、樫木の剪定をしていた際に誤って転落し、
右肩、右側胸部、腰部あたりをコンクリート部分に打ち付け、怪我をした。
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会員数
（人）

受託件数
（件）

就業人員（人） 契　約　金　額（単位：千円）
実人員 延人員 請負 派遣 合計

令和４年度
４月〜１月 485 3,420 480 44,257 189,581 51,509 241,091

令和３年度
４月〜１月 514 3,542 517 44,603 185,275 50,466 235,741

前 年 比 94.4％ 96.6％ 92.8％ 99.2％ 102.3％ 102.1% 102.3%

開催日	 ・4/14（金）　・5/10（水）　・6/14（水）　・7/19（水）
場　所	 日吉町 シルバー人材センター内会議室
時　間	 相談日…午前９時30分～
	 　�シルバー人材センターに関心のある友人・知人がいらっしゃいましたら、参加される

ようお勧めください。
	 説明会…午前10時～午前11時
	 　�皆さんの困りごと（仕事・生活等）について、幅広くお受けします。

（令和４年４月〜令和５年１月）

期間
項目

4令和4令和

事
務
局
だ
よ
り

令
和
５
年
度
就
業
報
告
書
提
出
期
限・配
分
金
振
込
日

　
就
業
報
告
書
提
出
期
限
は
、
月
末
締
め
翌
月
支
払
の
た
め
の
最
終
期
限
で
す
の

で
、
仕
事
が
終
了
し
た
時
点
で
、
会
員
さ
ん
本
人
が
内
容
を
確
認
し
て
、
お
早
め

に
事
務
局
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
万
一
提
出
が
遅
れ
た
場
合
、
指
定
の
期
日
に
配

分
金
を
振
り
込
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

	 月	 就業報告書提出期限	 配分金振込日	 対応月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

10日（月）

11日（木）

８日（木）

10日（月）

８日（火）

８日（金）

10日（火）

９日（木）

８日（金）

12日（金）

８日（木）

８日（金）

25日（火）

25日（木）

23日（金）

25日（火）

25日（金）

25日（月）

25日（水）

24日（金）

25日（月）

25日（木）

22日（木）

25日（月）

３月分

４月分

５月分

６月分

７月分

８月分

９月分

10月分

11月分

12月分

１月分

２月分


